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◆
遠
藤
周
作
の
新
刊
︵
新
書
︶

　
﹃
明
日
と
い
う
日
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
﹄

河
出
書
房
新
社　

７
８
０
円
＋
税

▽
気
楽
に
い
こ
う
や
！

明
日
で
き
る
こ
と
を
今
日
す
る
な

今
こ
そ
生
活
の
た
め
に
生
き
る
の
を
や
め

て
、
人
生
の
た
め
に
生
き
よ
う
じ
ゃ
な
い

か
！

老
い
て
ま
す
ま
す
絶
好
調
。

仕
事
も
遊
び
も
人
生
も
、
存
分
に
楽
し
む

達
人
の
知
恵
、
34
篇

遠
藤
周
作
エ
ッ
セ
イ
シ
リ
ー
ズ
、
最
終
巻
！

　

９
月
10
日
発
売

◆
遠
藤
文
学
講
座
「﹃
侍
﹄
を
読
む
」

日　

時　

12
月
12
日
、
１
月
９
日
、
2
月
13

日
、（
土
）

　
　
　
　

15
時
20
分
～
16
時
50
分

　
　
　
　
（
日
程
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
風
編
集
室
の
Ｈ
Ｐ
か

電
話
等
で
確
認
く
だ
さ
い
）

場　

所　

幼
き
イ
エ
ス
会
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講　

師　

山
根
道
公

受
講
料　

１
回
２
０
０
０
円
（
学
生
半
額
）�

申
込
み　

風
編
集
室
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内　

容　
『
侍
』
を
、
史
実
と
の
関
係
、
自

伝
的
要
素
、
文
体
の
特
徴
、
日
本

人
と
キ
リ
ス
ト
教
等
の
問
題
を
考

察
し
な
が
ら
読
み
解
き
ま
す
。

◆
周
作
ク
ラ
ブ
新
年
会

　

新
年
の
懇
親
会
を
左
記
の
よ
う
に
開
催
し

ま
す
。
初
め
て
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
新
年
会
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
往

復
は
が
き
で
ご
案
内
し
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
ご

予
定
に
入
れ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

日　

時　

２
０
１
６
年
１
月
31
日
（
日
）

　
　
　
　

12
時
30
分
～
14
時
30
分　

会　

場　

東
京
・
一
ツ
橋
「
如
水
会
館
」

会　

費　

７
０
０
０
円

◆
遠
藤
周
作
関
連
図
書

　
﹃
そ
れ
で
も
神
は
い
る
―
遠
藤
周
作
と
悪
﹄

　

今
井
真
理
著　
　

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

�

定
価
１
８
０
０
＋
税　

▽�「
あ
と
が
き
よ
り
」
…
…
私
は
「
悪
」
の

問
題
は
遠
藤
文
学
の
根
幹
を
な
す
問
題
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
遠
藤
が
初

期
評
論
か
ら
一
貫
し
て
取
り
組
ん
で
き
た

も
の
で
あ
り
、
一
本
の
糸
の
よ
う
に
ど
の

作
品
に
も
綴
ら
れ
て
い
る
。「
悪
」
の
問

題
は
課
題
も
多
く
、
こ
の
問
題
へ
の
取
り

組
み
は
、
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
だ
と
認
識

し
て
い
る
。
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
き
た
い

と
思
う
。

◆
第
31
回
文
学
講
座

	

︵
長
崎
市
遠
藤
周
作
文
学
館
︶

日　

時　

２
０
１
６
年
２
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所　

長
崎
市
遠
藤
周
作
文
学
館

テ
ー
マ　

�『
そ
れ
で
も
神
は
い
る
―
遠
藤
周

作
と
悪
』
を
書
い
て

講　

師　

今
井
真
理

お
知
ら
せ

編
集
後
記

▼
遠
藤
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
て
す
ぐ
に
、
文
学
館

設
立
の
運
び
と
な
り
、
先
生
ゆ
か
り
の
各
地
か
ら

誘
致
の
話
が
来
ま
し
た
。
長
崎
市
・
町
田
市
・
神

戸
市
な
ど
か
ら
で
す
。
な
か
で
長
崎
県
外
海
町
か

ら
の
話
に
興
味
を
持
た
れ
た
の
は
順
子
夫
人
で
す
。

す
ぐ
に
見
に
行
く
こ
と
に
な
り
、
加
藤
宗
哉
さ
ん

と
私
が
ご
一
緒
し
ま
し
た
。

▼
予
定
地
は
「
夕
陽
が
丘
」
と
呼
ば
れ
る
岬
の
突

端
で
、
灌
木
と
草
が
茂
る
だ
け
の
何
も
な
い
土
地

で
し
た
。
た
だ
岬
か
ら
見
え
る
夕
日
が
、
海
に
沈

ん
で
あ
ま
り
に
も
美
し
く
、
順
子
夫
人
も
大
変
気

に
入
ら
れ
て
、「
こ
こ
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
翌
年
の
平
成
９
年
（
１
９
９
７
）
９
月
８
日
、

外
海
町
の
東
満
敏
さ
ん
（
の
ち
町
長
）、
教
育
委

員
長
の
下
川
正
昭
さ
ん
が
来
ら
れ
、
順
子
夫
人
と

加
藤
さ
ん
、
そ
れ
に
高
橋
が
加
わ
り
、
ど
の
よ
う

な
文
学
館
を
建
て
る
か
の
相
談
で
す
。
９
日
と
10

日
は
、
福
島
県
大
信
村
の
中
山
義
秀
記
念
文
学
館

と
、
群
馬
県
伊
香
保
温
泉
の
徳
富
蘆
花
記
念
文

学
館
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

▼
い
ず
れ
も
村
立
・
町
立
で
、
一
人
の
作
家
を
記

念
し
て
お
り
、
運
営
も
う
ま
く
い
っ
て
い
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
と
ノ
ー
ハ
ウ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
そ
う
し
て
出
来
た
遠
藤
周
作
記
念
文
学
館
、
当

初
は
バ
ス
も
止
ま
ら
な
か
っ
た
夕
陽
が
丘
で
す
が
、

今
年
ま
で
で
入
館
者
が
45
万
人
を
超
え
た
こ
と
、

大
感
激
で
す
。�

（
劔
）

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
61
号

�

２
０
１
５
年
11
月
発
行

■
発　

行　

人　

加
賀　

乙
彦

■
編　

集　

人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

田
村
百
合
子

■
こ
の
号
の
編
集
者

岡
田
厚
美
、
一
田
佳
希
、
大
原
雄
、

近
藤
恭
弘
、
高
木
香
織
、
南
紀
洋
子

■
発　

行　

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
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●
次
回
の
会
報
発
行
は
２
月
の
予
定
で
す
。

✤
「
会
報
」
の
原
稿
募
集

会
員
の
皆
さ
ん
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

９
０
０
字
（
半
ペ
ー
ジ
分
）
あ
る
い
は
、

１
８
０
０
字
（
１
ペ
ー
ジ
分
）。

遠
藤
周
作
の
人
と
作
品
に
関
す
る
こ
と
な

ら
何
で
も
結
構
で
す
。

な
お
、
原
稿
は
必
ず
下
記
の
加
藤
宗
哉
事

務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
あ
て
に
郵
送
し

て
下
さ
い
。

ふ
る
っ
て
御
応
募
下
さ
い
。

✤
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
会
員
募
集

遠
藤
文
学
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か

ら
読
ん
で
み
よ
う
、
旅
に
も
参
加
し
て
み

た
い
と
思
わ
れ
る
若
い
人
も
大
歓
迎
で

す
。
下
記
の
加
藤
宗
哉
事
務
所
内「
周
作

ク
ラ
ブ
」
ま
で
お
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
下

さ
れ
ば
、
折
返
し
会
費
振
込
み
用
紙
を
お

送
り
し
ま
す
。

遠
藤
家
の
墓
所
が
変
り
ま
す
︒

　

今
年
︵
２
０
１
５
年
︶
12
月
か
ら

　

聖
イ
グ
ナ
チ
オ
教
会
に
︒

　

こ
れ
ま
で
東
京
・
府
中
カ
ト
リ
ッ
ク

墓
地
に
あ
っ
た
遠
藤
家
の
墓
所
が
、
11

月
25
日
限
り
で
移
転
し
ま
す
。

　

新
し
い
墓
所
は
、
東
京
四
谷
の
聖
イ

グ
ナ
チ
オ
教
会
で
す
。
手
続
き
の
関
係

で
、
お
墓
詣
り
は
今
年
の
12
月
か
ら
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
教
会
︵
東
京
・
四
谷
︶

　

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
６
の
５
の
１

Ｊ
Ｒ
中
央
線
／
営
団
地
下
鉄
丸
ノ
内

線
・
南
北
線
と
も
「
四
谷
」
駅
下
車

徒
歩
１
分
（
上
智
大
学
手
前
）
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